
COMPASS

算数３（２） 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通
する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。

千葉県は、わずか22.6%の正答率でした。
また、無解答率も今回出題された問題の中
で、最も高くなっています。どのような点
に課題があるのでしょうか。

解答類型は、６「通分について書いてあるもの」が最も
多いですね。
具体的には、 と記述している例
があります。共通する単位分数が であることの記述が
できていません。
やはり、計算はできるものの、「単位分数の幾つ分」と
いう考えは不十分なのかもしれません。

3(２) 自 校 千葉県

無解答率 １７．９

3(２) 自 校 千葉県

平均正答率 ２２．６

3(４) 自 校 千葉県

平均正答率 ８１．５

３（４）異分母の分数の加法の計算をする
ことができるかどうかをみる問題は、８割
を超える正答率ですね。計算の技能は身に
付いていますが、なぜそのように計算する
かについて、しっかりと理解し、説明する
ことができていません。

3(２) 解答類型６

千葉県 ２５．４
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①「単位分数の幾つ分」で分数を捉える考え方は、既習の整数や小数、同分母の分数の加法
と同じ考え方であることを、統合的に捉えさせる。

②計算の過程を、絵や図、言葉で
かかせたり、説明させたりする
場面を設ける。

授業改善のポイント

小数や同分母分数の計算
の仕方を振り返り「もと
にする数の幾つ分」とい
う考え方に気付かせる。

整数や小数と同じ
ように分数も考え
られることをまと
める。

答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

令和７年度千葉県学力向上通信 vol.５
QR コード

自動的に生成された説明

「COMPASS」へのアクセスはこちらから
↓

全国学力・学習状況調査の調査問題から見えた課題とその解決に向けた授業改善の
ポイントを紹介します。

小学校算数 授業改善のポイント

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou2020.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou-jugyoukaizen/bunsekijugyoukaizen.html


数学８（２）事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することが
できるかどうかをみる。

無解答率が高い問題でした。比例関係を
正しく捉えられなかった可能性があります。

右のように「表現が不十分」として
誤答とされた解答類型が見られました。

中学校数学 授業改善のポイント

８（２） 自 校 千葉県

平 均
正答率

36.2％

無解答率 36.8％

グラフを用いることについて記載した解答例
(出典：令和７年度全国学力・学習状況調査報告書）

【正答例（解答類型１）】
・点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフを
かき、x 座標が６０のときのy 座標を読む。

【誤答例（解答類型３）】
・ 直線をひいてグラフを読み取る。
・ 点Ａと点Ｅを直線で結ぶ。

式を用いることや表や数値を
用いることについて記載した
解答でも、表現が不十分な誤答
が見られました。

授業改善のポイント

①「原点にある点Ａから点Ｅまで点が一直線上にあるとして考える」という記述から二つの
数量の関係を比例と仮定して考えることが大切です。

日常生活や社会の事象の中から関数関係を見いだしたり、関数を活用して問題を解決した
りする場面を設定しましょう。

②自分の考えた解決の方法を友達に説明したり、どのような考えや方法で問題を解決したの
かを自分の言葉でまとめたりすることが大切です。

表現が不十分な説明を授業で取り上げて話し合うなど、協働的な学びの中でよりよい表現
に高めていくようにしましょう。

より具体的な単元の流れ
は、 HP 掲載の授業実践
アイディア例を御覧くだ
さい。

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou-jugyoukaizen/bunsekijugyoukaizen.html
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